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ロ ー タ リ ー 財 団 月 間

2009年11月18日　第１２４２回　例　　会

司会　会場委員長　野　田　和　正

点　　鐘　　　　　 会　長　平 岩 慎 次

唱　　和  ソングリーダー　高 柳 美 之

会長挨拶　　　　　 会　長　平 岩 慎 次

〝我らの生業〟

梶浦　夏代さん（ＧＳＥ派遣生）
劉　　強君（米山奨学生）

1928年のミネアポリス大会でロータリー財団
に改称され「我々はこの財団を今日、明日の時
点ではなく何年、何世紀の尺度で見つめるべき
です。なぜなら、ロータリーは幾世紀にもわた
る運動だからです」と述べられ、1947年ポール・
ハリスさんの逝去後全世界から寄付が寄せら
れ、彼の夢が実現しました。
さて財団の未来の夢計画の6つの重点分野は、

平和と紛争の予防・解決、疾病予防と治療、水
と衛生設備、母子の健康、基本的教育と識字率
向上、経済と地域社会の発展です。
ジョン・コンロイさんはロータリーの友のさ

さやかな善意の中で「世界を変えるのに、私た
ちが考えるほど費用はかかりません」と、迅速
ＨＩＶテスト、蚊帳、白内障手術、集中言語能
力、ビタミンＡ、ろ過装置、ポリオワクチンの
８つの方法を話されました。
来週は成田幸太郎ポリオプラス副委員長の卓

話と糖尿病と口腔の生活習慣病指導医研修会、
分区運営委員会では尊敬する深谷友尋財団委員
長のお話をお聞きしたいと思います。
本日は親睦夜間例会です。一人でも多くの仲

間と語り合いましょう。

13日オバマ大統領が初来
日され、天皇陛下と鳩山首
相との握手に希望を感じま
した。
皆様の財団へのご理解に

感謝します。
ロータリー財団の使命

は、ロータリアンが、健康
状態を改善し、教育への支

援を高め、貧困を救済することを通じて、世界
理解、親善、平和を達成できるようにすること
です。財団の父アーチ・クランフさんは、1868
年にペンシルベニアの貧しい家庭に生まれ、12
歳で仕事に就き夜間学校に片道４マイルを歩い
て通いました。その後、事業で成功を収め、数々
の社長に就任し1911年クラブ創立会長時に「ク
ラブが今後多くの事ができるよう、非常時基
金を築く必要がある」と、また1916年のＲＩ６
代会長時の国際大会では「ロータリーが基金を
創り、全世界的な規模で、慈善、教育、その他
社会奉仕の分野で何か良い事をしようではない
か」と提案し、最初の寄付は26＄50￠でした。

来訪者紹介　　　　　副会長　熊 澤 勝 則

本日のお知らせ　　 （11月25日）

卓　　　話
ポリオプラス副委員長 成田 幸太郎 氏

担当：ロータリー財団委員会

（1243回）

次回のお知らせ　　 （12月２日）

クラブ・フォーラム
会長、幹事

第６回定例理事会（11：00）

（1244回）
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第1242回（本日計）　　　　　 23,000円
本日迄の累計額　　　　　  739,190円

出席報告　　　　 　副幹事　中 村 隆 文

会員数：36名
出席数：27名　　　　
出席率：79.4％
第1240回（前々回）修正出席率　82.9％

〈メークアップ〉
次回報告

ニコボックス　　　 委員長　森 川 洋 司

平岩君　地区大会お世話になりました。　　　
梶浦さん、劉君ようこそ、楽しい夜間例会で
すね。

瀧本君　入会16年の在籍表彰をうけて。
赤堀君　結婚記念日のお祝いを受けて。
中村君　西村さん、先日はお世話になりました。
有り難うございます。

安藤君　久しぶりの夜間例会、楽しくやりま
しょう。

住川君　第二回ＣＬＰ検討委員会、ご苦労様で
した。

山下君　業務多忙、紀伊勝浦温泉に行って来ま
した。

幹事報告　　　　　 幹　事　太 田 吉 宣

１．ロータリー財団未来の夢計画に関する
　　説明会開催の件
　　日時：11 ／ 25（水）　13：45 ～ 15：45
　　場所：名鉄グランドホテル　桂の間
　　出席：会長、幹事、住川会長エレクト、
　　　　　中村副幹事


